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飛
騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
と
は

飛
騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
と
は

岐
阜
県
の
伝
統
で
あ
る
地
歌
舞
伎
を
保
存
、
伝
承
し
て
次
世
代
に

伝
え
る
た
め
、
各
地
歌
舞
伎
保
存
団
体
が
連
携
を
密
に
し
、
広
く
県

民
に
公
開
す
る
こ
と
で
、
県
民
文
化
の
向
上
を
目
指
す
大
会
で
す
。

24
回
目
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
こ
の
大
会
が
、
今
年
は
揖
斐
川
町
で

開
催
さ
れ
、
揖
斐
川
町
か
ら
は
２
団
体
が
出
演
し
ま
す
。

【
出
演
団
体
】

■
い
び
祭
り
子
ど
も
歌
舞
伎
保
存
会（
揖
斐
川
町
）

■
い
び
祭
り
子
ど
も
歌
舞
伎
保
存
会（
揖
斐
川
町
）

　
鏡
か
が
み
山や
ま

旧
こ
き
ょ
う
の

錦に
し
き

絵え

役
者
の
確
保
、
演
技
力
の
向
上
、
義
太
夫
・
三
味
線
の
育
成

を
行
い
、
伝
統
を
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
地
域
や
世
代
を
越
え

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

一
生
懸
命
稽
古
を
重
ね
、
元
気
に
発
表
し
ま
す
。

■
鳳
凰
■
鳳
凰
車山車山
　
下
町
組（
揖
斐
川
町
）

　
下
町
組（
揖
斐
川
町
）

　
絵え

本ほ
ん
太た
い
功こ
う
記き

十じ
ゅ
う

段だ
ん
目め

　
尼あ
ま
ヶが

埼さ
き
閑か
ん
居き
ょ
の
場ば

下
町
組
は
、
今
年
の
子
供
歌
舞
伎
当
番
町
で
し
た
。
今
年
の

役
者
は
低
学
年
児
童
が
多
い
で
す
が
、
５
月
の
上
演
を
思
い
起

こ
し
て
、頑
張
っ
て
上
演
し
ま
す
の
で
、声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
岐
阜
歌
舞
伎
保
存
会（
岐
阜
市
）

■
岐
阜
歌
舞
伎
保
存
会（
岐
阜
市
）

雛ひ
な

鶴づ
る

三さ
ん

番ば

叟そ
う

■
美
濃
歌
舞
伎
保
存
会（
瑞
浪
市
）

■
美
濃
歌
舞
伎
保
存
会（
瑞
浪
市
）

戎え
び
す

詣も
う
で

恋こ
い
の

釣つ
り

針ば
り　

釣つ
り

女お
ん
な

■
高
雄
歌
舞
伎
保
存
会（
郡
上
市
）

■
高
雄
歌
舞
伎
保
存
会（
郡
上
市
）

傾け
い

城せ
い

阿あ

波わ

の
鳴な
る

門と　

ど
ん
ど
ろ
大だ
い

師し

「
飛
騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
」、
揖
斐
川
町
で
開
催
！
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